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句 ！”つ時三時五議議安言語議議謀議5磁石邸宅広幻
r守管乞広喜子ん移ぬ癒懸念錦し傘＇:it恕よる＠・J ：す．地域絞交プラ、yトフォームとも憾んでいます。蕊京都数資！
との思~＼な麟で予爾て鶴える閥均噴きまり言！警機会及倒、平取締翻会の灘のもとに行っています。！
じ払 ！ これは、滋裁にある教育長lll棄を互いに絡びつけ、より関の！

！商い章受交を創り隙そうという絞り緩みで1に ！ 
その透翻1つ「学技叡綿織な子ど鵠出畑；：:x,yて慈 ！ 地域にある数繍古豪と総数予約こf送局で寄るものなら会て！
える縦討を改新潟制服らつと滋慾Jです＠ 決議員になり射．例えば今考えられているものに、大学、社！

乙の沼鰯cJ;r:地綴毅禽遂終滋遂額数iの
翻閥均1献。 OD〔そbて何？
との｝遺言語こついて

! ：機縁関慨然、 Ya整機上関係臨資少年極純どがあり！
iまれ ！ 
〉！とれゆ応酬一一隠す！
iる燦星雲にしっかりと向き合っていくことカtできるようにな

小平二やの4松校勘Fご観現lぷg.

子どもも大人埼玉いきいぎできるには・・－

E警のカを緩いて、宅きのお分！こでさることは・－
いっしょに宅蓄えてみ該せんが？

iることを臨ま歯しており蕊雪ユ捻淡の中にしっかりした絡びつ1
iぎができれば5このことも爽滋できE長官二 ; 
i 玄切立入学絞が恥t＇となりますがネットワーク的な f地綴；
iの人側蜘縦Eっきjに織してゆくようめでいます＠：
i 小平絡調機織 4制維；

f学校長絡みがちな子係機について絞る緩繍
を!Ill至宝E記した

E科手12月10臼亡。、 10む9～12:20
小平然二中学校カウンセリング＇Jvームにて

13名の参加でした

この降期に守幸に気になる受験や本議室誌の滋践につ

いて、まず光量菱銀緩殺の方から体験露誌を開き、その後
参加護まのおしゃべり・後綴発淡をしました．受験、卒
毅‘その後定書寺斜路校や絡修学校、サポート絞に走塁う
お子さんの幸喜子をお長還をしていると、ぞれ率れのど漆

慰ぞの締発閥、お子さんの成後輝轄できますね。
予ともが学校へ行かなくなってからの状況は、一人一
人JIいながらも似たととろもあり、その終々 の綴の悩
みや祭おちに芸者感カ濁せられ亥した＠
保奇襲翁の1J:均読宇年緩め言寄付してくださったたくさ
んの学校鰯蹴絡を、を告さA緩和ら？とご覧になりなが
ら、それぞれが見関ざした生綴殺を交換していEまし
た。うれしいことに後日、今年皮の是正たな焚絡の怒付
宅》いただいたんです＠こ交になりたb坊はぜひご利
用ください。二中カウンセリングルームにおいてあり
蕊官三
fおたくの00ちゃんもそうだったのわと匁lり合
いが同じような約先にいることを初めて知ったかた
もいて、開会主をもおしゃべりが綴きました．

ご議参加くだ語い E

E挙態縁鱗穏榔鞠誠殺害弔

広伊勢制定脅え懇親ぬ禽j

鱗鐘窃鞠し時盤

移譲露E騒音響翠Hf轟B（：誌と｝ 10：飽～IZ：毒事
品脅努轍i拷畿二率警告露 fl•停をillシ者m.-uにt:
ゲスト隠滋叡綴鐙鞠約書偵の念lt綴鶴謬認さi'-＜さん

令IQJl<J;.彩隊員島喜容認えるにあたって、学校との
滋絡をどうしだらよいか」卒繋ぎ鎚＇cl:どうなる？な
どiこついて、経毅霊蓄のお母さんをお迎えしてー絡
におしゃべりlAE＆＼とおちいを去す。
日夜O)~患いを出し合って、殻1教1がお持ちの
f議震を語愛し合い談しよう。

ど邸主でも翻Zで淫談"!to率飽盗塁審駁凝り該詮ん＠

遂綴.~塁い会わせは
後票実燦塁塁ω、平コホ卒幾生係官菱重苦）

(TEL&FA沿345・・8535
綴山終予告母ニ中スト幼間的ー）
カウンセリングルヶム蒋南港藷（俊守番慾3341・お87



rQ&A こころの子資て
露生から恩泰鋼漢での48競l
：司会鯵緩 靭箆新潟社

f子どもの容量号』
f子どもと学技i
河合傘緩選議蕊毅護審

ユングa陪斡初心滋療法長室として、悩める人の味方の河合タ誰の本i士、

とても大事なことが惑いてあるのに、ユーモアがあってほっと腐のカ

が抜けます。例えば、こんな珍問答（？）も…。

『Q3：子出〉をちゃんとすてていけるかしらといつも不安です』
『A：どういう子育てがいいのか、ぼくにもようわかりません』
『Q26：子どもが学校へ行きません。どうじたものでしょう刈
『A：せっカミく行語ないのだから、fチャンスjと患ってく＇／＇！.＃！， いJ

uヲマ露議録駒＞／－＇°？＂キナンの Z忍吉ぷゲザ勢認智J篠原隊塁王
長女が学校へ御ぜよくなったのは、持組年盆の12月。とりあえず21 認の冷静輔自昔前主、fこの子は本当は行きたく材おったの在、わたし

学燃は併説fせようJ掘ったが、線路それかも3月まで「者こもりJl..、惑になiが鱗扱いしたんだJと柿おっているのlこ、閣早〈起きていそいそお弁当
っても御るずじまい．それ品も中学卒離で、長女はしっ制『砲獣Iを1を！＇）＞？てしまっ討ったしは悔しくてたまらず、かといって長女にあたるわ
縫け、数々 のド＇？キヤンをやらかしてくれ虎． ！けにもいかず、きれいに音声めたお弁当の中身を、シンクに思い切担ぷち

r明日はがんばる.JI::•、うのが、 4惨技3年生慌の彼女の様。察手総「騎！まりてLil<った。片づ併ょがら務が出丸

陪はがんばるから、今日は休むJI::•、う翠恩だ，Zえの自になっても閉じこ 1 その後、わたしiまf刻絡l)』いJことにLt.:.子ども地織の希滋巡りlびょ
とを針。それがわカミっているが、怒としては4叩l!:::JJ詣で鍛待して.r己｜ることをj鮒凶同いや、L;ないように叡請しむでもやi拐、「行ってく
ゃあ、羽詰ばがんばろうねJと先送llJにする。 iれるといいなJιEまうので、当日その銘になったら行けるように用滋ぽす
4叫 F分以上はf明時間噺、だろう、それでも樹湖、jと忍ってる，r行って欲しいι怒っているjという綴の気鈴ちは伝える．お弁当も作
怖が、どこか燃の方で「今日体むことを約してやれば、草加は行くので｜る．でも行昔、なければ位がよ•＇.お弁当はお：!iiiこ子出と食べれlまいい

はjというわ判、f』矧樹gある＠それを怒日翻返すヲちiこ、『やつば哲行！や、と

けないんだな』と、だんだんE奇めの祭分iぴよつて〈る＠と肉E叡こ、t喜日繋iつぱp修蓄蓄た二
切悦も紛？でいるので、.t.・叩劇正予胤（；：：対Fる悩しみもたまってくる， I 本人がrqrきたい』と露ったのに、当日Idよったらf行けないJというパタ
それを自鐙しつつ、俗思しをUよいで餅L絡するのは、まさにf線量J. lーンもあった.n行かないjと習っていたのが、前日になってf行くjと震い
その後4年金関から長女l:l:f今日l立2拷問自から行くJと震うようになっ｜だし、議再の繍「やっぱりfすかないJというパターパ，あった．わたしは慾
丸 4吟教は子鴎3の安全鰯車のため、退部卒：茸君主係淡替の送世迎えが｜りもせず、何皮も問じような失敗を繰り返した。務めたつもPで、つい期待

必露だ，f今日は2時間固から行心給食は食べないで織るjと苦言えi耳、21して探索で店カを地材、Fタキャンされて怒型、思い成して反議したあの

時間闘の始擦に間に合うように送って行き、4雲寺問自が絡わる頃迎えに｜手この手で殺を鍛えて〈れる子決2のお陰で、ようやく『待つjことを学ん
行った＠日によっては珍しく給食を食べて5111/間島までいられたり、かと｜だような然がする．

認、うと3時間国側5分間だけで煽ったり。関級創立さぞ『繁t.c.ヤツ』と忽っ18年生でi主、村絡線大のイベントf移動数鐙jがある。長女はあまりゑ
ただろうが、そのうち「あいつはそういうヤ7Jと認知してくれるようになっ！りき託ではない様子だったが、fお母さかがしたし、から惨鎗するけど．行き

たようt.':，長女の不繍I］でわがままな議伎を認めてくれて、本当に樹ILiたくなかったら行かなくてもいいからjと震って、持ち物などの周慈をし
ている。学繍の初めは還に3、4日怒佼し、それがだんだん滋って行者、 iた．と習って、あれこれ緊いそろえたのに本当に行かなかったら務しい
いつの間ド3ρ全く17古谷なくなる、というパターンで、4年、5年と閉じようだ！から、持っているものはそれを俊い、「ゴム援隊Jtざけ焚った．そのうち、
った． l同窓lこなる子が仲の良い友遊ばかりとわかり、長女はだんだMT＜気に
f行ける眺めるjとわかると、怒としてはつい槻泊る。遼是科主主f瓶！なってきた7JI、わたしはまだ半分以上は物周l託子請が品、だろうJと忍っ
学など行事があると、みんなと楽しく過ごして欲しい、と思ってしまう。そiていた本当は期待したいが、祭邪気に期待し司法た議籾られるのが
れでついつい子出にじわっと尽力制サて、f行くjと習うように仕肉けiオチだと‘自分iこ節、きかせてい丸当日i立5普鞠きでお弁当を作った
てしまうよう込その綴泉どうなるかというと、当日の紛のf抑制・：－－it.:. iが、お慰こー務に食べ儲もるように自分の分も停った。禁制Sちゃんと走塁
4学生の経会科見学の憾だった1J＇，院の日焚女が「行くJと言寄ったので、 iきてきた時には疋区鶴、た。パスの窓に友畿並んで手掛る長女を、
お弁当を作った＠けれども、綴怨こすと綴綴古熔!I.',fがんばって行こうJI I自のお母さん遂とー穏に見送った後もまだ｛露じられjよい気持ちだった．
f行首相、J「今日はお先場合ないし、楽しいよJf淡しくない·Jf~吉弁翁、好き i ｛うっそー！本当に行っちゃったよ！) 

なものIまかPだよjfいらないJrn1目、依って言寄った立ゃないjf・...Jとl移革路趨の後、長女はまた2斜伽ほl::lvど学淡を休んだが、3締罰I立
押し問答の求、結局学校に欠席の綴喜をする野寺町橋けなさ。 I iまとんど盤i菌i噛校l,2宇畿地出席した．卒紫式に幽られたのは夢のよ

うだった。



瀦1'：；平成26王手12Fl 1 9悶
ぷらっと遂f蓄謬線路

Jj呼市1j1Jll策剤耐'17-1(iJ＂＇二中肉）

「子育てにみんなの知惑を出し合えたら・っとの思いで、地検で子育てを支えあう活動が始まりまL虎。
f学俊樹木みがちな子どものこれからについて考える毅の会Jをご紹介するのがfぷらつぶ重信』です。

ぶらつと懇の愈
〈学校在休みがちな子のこれからについて替える績の会〉

喜多喜多喜多 開催の拐しらせ 喜多馨馨
日時 ： 平成 27年 1活20日〈央〉
時間 ： 明愛 3時～ 5時
露需 : /J＼平第二中学校カウンセリング：jしーム（欝校舎1贈〉

議れも押しi§:って還まりましたが、皆さまいかがお過ごしでしようか。
お子さんが笠校を納言ったり休みが締Yたりすると戸惑われることが多いのではないでしようか。
ぷらっと競の翻立、ニヰコスターJレカウ::reラーの繭労ヂ訟と一緒に親同士の矯毅焚換や、先毅保護
者の経験談などを安心して話したり、開いてもらえたりする場所を犬切に考えています二もちろん開く

だけでも総務です。
ほっとー，弘、一緒におL-ゃべりしませんか？
※学校を休みがちなお子さんをお持ちのコケは、どえとたでも参加できますn謬言霊i率絡は凝りま』1tんn

交番多額をお待ちしています。

購鐘薮噂態訴訟富喜一＇＂＇~宮諺寵跨憶し容題言。
下記のア？とレスに 『ぷらっと議認の傘、緊災繁劉と件名を却問、メーjむを遜っていただければ、以降ご怒内します。
そのとき、で審れ！£綴撃事さんのお各官官とお子さんの学匁もお絞らitくt;O't:い。

4、率二制－；i;アドレス 隅kkα鱗2.k磁器ir認．母d.jp 

I ぶらつと線の会の縮TI 

務窓」二'fl.スクールカウンセラ｝の先生堂中心l<:4名
で1学裁に1呂、関強している、毅のためのL冷ベり擦で

七
綴がほっとできる漆続、元終になれる右翼所iこしたいと恩
ってい設す。
巡翻喰！ ・it方i立体審議畿をゑ若手、認して〈おお、認
校の努殴館よど務事塁を教えてくださ川

i鱗・問い合わせば、手椀汐n，タスでお劇、じます。
住所1小平制サ！翻r1-11-1vJ、平二中内）
F必（：042-341-1962
篠隊級王塁ω、平二中卒議出保護殺）
邸主宇和子〈二'flスクールカウンセラ｝）

ぶらつとの本援俗説あのキ:<J)之激的

E教露軍・選立のための予ども総談機綴争開ガイド』
4略経傘警警ぎょうせいお12匁

さ蓄1叡j昔、「こころJFからだjf学校不磁感Jf苦降S'Jfll翠
蚤jf学校・怒鐙¢絡怒jという澄然・晃容緩ごとに「どh式ま
とと燐誤られる？」「ζう対応tλょうlJr.どむこ瀦突す
る？Jについて。
き警2音読a:..「総綴後塁審！日まってみようム機麹ごとに fど
んな揺絞怒討すi制ている？J尽鈎繁劇ロDってくれ
る？Jr潔怒¢諺務絞議容は？J！被露蓄との遂溜;:J:?Jfcまど
終fきを断。
さ審3富田d:.,金額搭談後瀦ー蓄基児童滋E鱗跡、旬、ロJフ
｝ク、ジョブ'JJフヱ、弁後土会、 f少各務記君臨なども
「知おこむ「つながることJfd:.,とて念大滋だと思います。

日VI•S) 



保育護者の望者機 平成16年8Jl16日

小平言語ニ中学校スク】Jレカ？ンセラM

被山典子

J 鰭におしゃべりしませんか

「学校を休みがちな子について言寄り合う貌の会J開催のお知らせ

今年は例年にない殺さでしたが、いかがお過ごしでしょう語、

このたひ糠記のようなおしゃべりの会を開きますので、ご袋内申し上げます。

我が子が笠校i己主主税を感じ、欠R韓民数が3重なってきますと、綴としていろいろな忍いな

抱かれるむとと怒います。童話としての援し方、学校との著書藤、主態E告のこと、将来のこと、
等身、迷うことや知雪たいことがた〈さんあるのに、欲しい策絡が衡感に手lζ入らないの

が、現状ではないでしょう由、

日号室の怒いを出し合って、それぞれがお持ちの機殺を交換し合う会を、下記のとお9際

こうと思います。是非ご参加いただきますようお綴い申し上げまナ。

なお、この会i土保務者の';Jjとスタ－；レカウンセラーが、気怒1乙害警習会う会ですので、小

平銘二中学校の保育望者の方であれば、どなたでもご参加いただけます。

1, an寺
2, 主義所

3，参加護者

4，持ち物

言E

平成16~9月 4a ＜土） 午前10時～12隊
小平第二中学校カウンセFングルーム

然科

上R霊き

（玄関を入り、芸評務皇室の隣が後援室、そのE撃が3付ンセ日ングJレ｝ム）

5，毒事前市し込みの必塁悪はございません。おき託緩にど議長加ください

以上

このお知らせは、おおむね10臼以上火臓のお子さんをお持ちの保護者の方にお苦きりしま

した。

童話絡・問い合わせは

小平二中カウンセPシグル』ム専用空基督苦｛留守宅霊長量級） 341・8687

篠原燃恩何年A繍保幾者） (TE'L&F AX) 345-8535 


